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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド 

（投資一任サービス向け） 
 

運用報告書（全体版） 
 

第４期（決算日2022年３月22日） 
 

作成対象期間 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 
受益者のみなさまへ 

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
 今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
●当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2018年９月25日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内
外の公社債および短期有価証券を実質的な主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等およ
び為替予約取引等を実質的な主要取引対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 

主な投資対象 

システマティック・グローバル・ 
マクロ戦略ファンド 

（投資一任サービス向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の公社債、短期有価証券等に直接投
資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の公社債および短期有価証券を主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 

システマティック・グローバル・ 
マクロ戦略ファンド 

（投資一任サービス向け） 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2018年９月25日 10,000 － － － － － － 1 

１期(2019年３月22日) 10,305 0 3.1 － 27.2 76.2 182.1 1,289 

２期(2020年３月23日) 10,961 0 6.4 － － 67.4 △ 67.5 2,124 

３期(2021年３月22日) 11,144 0 1.7 － 15.7 69.0 13.1 2,734 

４期(2022年３月22日) 11,089 0 △0.5 － △ 3.9 69.9 9.5 3,489 
 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を

記載しております。 
＊ 株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
＊当ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて、内外の公社債および短期有価証券を主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、

債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とするファンドであり、値動きを表す適切な指数が存在しない
ため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年３月22日 11,144 － － 15.7 69.0 13.1 

３月末 11,305 1.4 － 30.5 67.9 △  5.0 

４月末 11,280 1.2 － 19.4 69.3 △ 26.1 

５月末 11,316 1.5 － 35.4 69.3 8.5 

６月末 11,552 3.7 － 54.4 67.5 75.5 

７月末 11,665 4.7 － 48.1 66.4 80.5 

８月末 11,829 6.1 － 51.5 68.2 169.3 

９月末 11,618 4.3 － 9.8 67.4 75.9 

10月末 11,838 6.2 － 61.9 65.4 81.4 

11月末 11,674 4.8 － 52.8 72.7 34.1 

12月末 11,942 7.2 － 23.8 68.5 28.6 

2022年１月末 11,838 6.2 － 50.0 66.3 △ 79.4 

２月末 11,461 2.8 － 41.5 66.7 △ 80.0 

(期  末)       

2022年３月22日 11,089 △0.5 － △ 3.9 69.9 9.5 
 
＊ 騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を

記載しております。 
＊ 株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

◎運用経過 
○期中の基準価額等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 首：11,144円 

期 末：11,089円（既払分配金（税込み）：０円） 

騰落率： △0.5％（分配金再投資ベース） 

 
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年３月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり

ます。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

 リターン・リバーサル戦略、リスク抑制策が、基準価額の上昇に寄与しました。 

 一方、リスク・パリティ戦略、トレンド・フォロー戦略が、基準価額の下落に影響しました。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○投資環境 

 当作成期初から2021年12月にかけては、新型コロナウイルスのワクチン普及に伴う、世界的

な経済活動の回復期待などから先進国の株式が上昇する一方、先進国国債の利回りは概ね横ば

いでした。 

 株式と債券をバランスよく保有するリスク・パリティ戦略、大きな動きの反動での収益を狙

うリターン・リバーサル戦略は、いずれもプラスに寄与しました。 

 なお、継続的なトレンドでの収益を狙うトレンド・フォロー戦略、各戦略のドローダウンな

どに対応して適宜ポジションを縮小していたリスク抑制策は、パフォーマンスへの影響は限定

的でした。 

 

 2022年１月から当作成期末にかけては、インフレーション懸念を背景に、先進国全般で金融

引き締め見通しが強まり先進国国債の利回りが上昇したほか、ロシアによるウクライナ侵攻等

を背景に先進国の株式が下落しました。 

 リスク・パリティ戦略やリターン・リバーサル戦略は大きくマイナスに影響しました。トレ

ンド・フォロー戦略も各資産の価格トレンドの変化から、マイナスに影響しました。 

 一方、リスク抑制策はプラスに寄与しましたが、ファンド全体のマイナスを一部相殺するに

留まりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）］ 

 主要投資対象である［システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド］受益証

券を高位に組み入れ、これを維持しました。 

 

［システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド］ 

 投資環境に基づき、内外の公社債および短期有価証券に投資するとともに、複数の有価証券

先物取、為替予約取引等を活用して一定のルールに従いロング・ポジション、あるいはショー

ト・ポジションを構築する投資戦略を複数組み合わせて、リスク水準を考慮しつつ、積極的に

収益を追求するポートフォリオを構築し、適宜見直しました。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

 当ファンドは、マザーファンド受益証券

を通じて、内外の公社債および短期有価証

券を主要投資対象とし、先進国の株価指数

先物取引、債券先物取引等の有価証券先物

取引等および為替予約取引等を主要取引対

象とするファンドであり、値動きを表す適

切な指数が存在しないため、ベンチマーク

等はありません。 

 グラフは、期中の当ファンドの期別基準

価額騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 
 収益分配金は、基準価額水準等を勘案し、１万口当たり０円とさせていただきました。 

 なお、留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み) 

項 目 
第４期 

2021年３月23日～ 
2022年３月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,088  
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

◎今後の運用方針 
［システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）］ 

 主要投資対象である［システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド］受益証

券の組入比率を高位に維持します。 

 

［システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド］ 

 投資環境に基づき、内外の公社債および短期有価証券に投資するとともに、複数の有価証券

先物取引、為替予約取引等を活用して一定のルールに従いロング・ポジション、あるいはショー

ト・ポジションを構築する投資戦略を複数組み合わせて、リスク水準を考慮しつつ、積極的に

収益を追求するポートフォリオを構築することを基本とします。 

 なお、採用する投資戦略は、株式投資と債券投資のリスク水準が均衡するようにそれぞれを

組み合わせて収益を追求する戦略（リスク・パリティ戦略）、株式市場、債券市場、為替市場

のそれぞれのトレンドを捉えて収益を追求する戦略（トレンド・フォロー戦略）、株式市場も

しくは債券市場の短期かつ大幅な変動からの反動を狙って収益を追求する戦略（リターン・リ

バーサル戦略）の３つを基本とします。なお、採用する投資戦略は、適宜見直しを行ない、追

加、除外する場合があります。 

 

 引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○１万口当たりの費用明細 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 （ 基 本 報 酬 ） 110  0.946  (a)信託報酬（基本報酬）＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (102)  (0.880)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  1)  (0.011)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 信 託 報 酬 （ 成 功 報 酬 ） 43   0.370   (b)信託報酬（成功報酬）は、基本報酬額に加えて、委託会社が受領するハイ・
ウォーターマーク方式による成功報酬額で、一定時点毎の基準価額が過去の
一定時点における最高値を更新している場合に受領する仕組みになって
います。 

 

（c） 売 買 委 託 手 数 料 28   0.237   (c)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 28)  (0.237)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.037   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  4)  (0.034)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 185   1.590    

期中の平均基準価額は、11,609円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 
＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

 当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び

有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗

じた数で除した総経費率（年率）は1.36％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○売買及び取引の状況 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド 852,057 1,089,381 261,760 323,811 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

＜システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 79,852 38,664 48.4 80,581 38,989 48.4 

債券先物取引 181,732 19,824 10.9 181,672 20,117 11.1 

       

平均保有割合 87.5％       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 

売買委託手数料総額（A） 7,549千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,693千円 

（B）／（A） 22.4％   
 
＊ 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは
野村證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況  

利害関係人との取引状況  
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○組入資産の明細 (2022年３月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド 2,257,623 2,847,921 3,455,667 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2022年３月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド 3,455,667 98.3 

コール・ローン等、その他 59,870 1.7 

投資信託財産総額 3,515,537 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（543,431千円）の投資信託財産総額

（4,598,652千円）に対する比率は11.8％です。 
＊ 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=120.04円、1英ポンド=157.66円、

1ユーロ=131.83円。 

 

 

親投資信託残高  
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,515,537,142   

 コール・ローン等 59,869,577   

 
システマティック・グローバル・ 
マクロ戦略マザーファンド(評価額) 

3,455,667,565   

(B) 負債 25,575,743   

 未払解約金 2,684,287   

 未払信託報酬 22,832,731   

 未払利息 10   

 その他未払費用 58,715   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,489,961,399   

 元本 3,147,343,548   

 次期繰越損益金 342,617,851   

(D) 受益権総口数 3,147,343,548口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,089円 
 
（注）期首元本額は2,454,141,687円、期中追加設定元本額は

1,471,749,182円、期中一部解約元本額は778,547,321円、１口
当たり純資産額は1.1089円です。 

 

○損益の状況 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      7,918   

 支払利息 △      7,918   

(B) 有価証券売買損益 △ 50,021,025   

 売買益 7,737,993   

 売買損 △ 57,759,018   

(C) 信託報酬等 △ 41,960,625   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 91,989,568   

(E) 前期繰越損益金 95,564,198   

(F) 追加信託差損益金 339,043,221   

 (配当等相当額) (  185,326,023)  

 (売買損益相当額) (  153,717,198)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 342,617,851   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 342,617,851   

 追加信託差損益金 339,043,221   

 (配当等相当額) (  185,408,263)  

 (売買損益相当額) (  153,634,958)  

 分配準備積立金 95,564,198   

 繰越損益金 △ 91,989,568   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 
＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 
＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加

設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分を
いいます。 

 
 
（注）分配金の計算過程（2021年３月23日～2022年３月22日）は以下の通りです。 

項 目 

当 期 

2021年３月23日～ 

2022年３月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 247,053,653円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 95,564,198円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 342,617,851円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,088円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 
※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る
部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 

 別に定める短期金利について、2021年12月末をもってLIBOR（London Interbank Offered Rate）

が公表停止となることに伴い、TIBOR（Tokyo Interbank Offered Rate）に変更する所要の約款

付表変更を行ないました。 ＜変更適用日：2021年12月30日＞ 
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システマティック・グローバル・ 

マクロ戦略マザーファンド 
 

運用報告書 
 

第４期 (決算日2022年３月22日) 

 

作成対象期間 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 
受益者のみなさまへ 

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
 今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
●当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 

運 用 方 針 
内外の公社債および短期有価証券を主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替
予約取引等を主要取引対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 

主な投資対象 
内外の公社債および短期有価証券を主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替
予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2017年３月24日 10,000 － － － － － 299 

１期(2019年３月22日) 10,776 7.8 － 27.4 76.7 183.4 1,597 

２期(2020年３月23日) 11,724 8.8 － － 68.0 △ 68.1 2,218 

３期(2021年３月22日) 12,034 2.6 － 15.8 69.5 13.2 2,891 

４期(2022年３月22日) 12,134 0.8 － △ 4.0 70.6 9.6 4,499 
 
＊ 株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
＊当ファンドは、内外の公社債および短期有価証券を主要投資対象とし、先進国の株価指数先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等

および為替予約取引等を主要取引対象とするファンドであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年３月22日 12,034 － － 15.8 69.5 13.2 

３月末 12,212 1.5 － 30.7 68.4 △  5.0 

４月末 12,194 1.3 － 19.5 69.7 △ 26.2 

５月末 12,243 1.7 － 35.6 69.7 8.5 

６月末 12,510 4.0 － 54.6 67.8 75.9 

７月末 12,652 5.1 － 48.4 66.8 81.0 

８月末 12,859 6.9 － 51.8 68.6 170.2 

９月末 12,639 5.0 － 9.9 68.0 76.7 

10月末 12,895 7.2 － 62.4 66.0 82.1 

11月末 12,742 5.9 － 53.3 73.4 34.5 

12月末 13,046 8.4 － 24.0 69.0 28.8 

2022年１月末 12,942 7.5 － 50.3 66.7 △ 79.9 

２月末 12,538 4.2 － 41.9 67.3 △ 80.7 

(期  末)       

2022年３月22日 12,134 0.8 － △ 4.0 70.6 9.6 
 
＊ 騰落率は期首比です。 
＊ 株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

◎運用経過 
○期中の基準価額等の推移 

【基準価額等の推移】 
(2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基準価額の主な変動要因 

 リターン・リバーサル戦略、リスク抑制策が、基準価額の上昇に寄与しました。 

 一方、リスク・パリティ戦略、トレンド・フォロー戦略が、基準価額の下落に影響しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

 投資環境に基づき、内外の公社債および短期有価証券に投資するとともに、複数の有価証券

先物取引、為替予約取引等を活用して一定のルールに従いロング・ポジション、あるいはショー

ト・ポジションを構築する投資戦略を複数組み合わせて、リスク水準を考慮しつつ、積極的

に収益を追求するポートフォリオを構築し、適宜見直しました。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○当ファンドのベンチマークとの差異 

 当ファンドは、内外の公社債および短期

有価証券を主要投資対象とし、先進国の株

価指数先物取引、債券先物取引等の有価証

券先物取引等および為替予約取引等を主要

取引対象とするファンドであり、値動きを

表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 グラフは、期中の当ファンドの期別基準

価額騰落率です。 

 

 基準価額（期別騰落率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今後の運用方針 
 投資環境に基づき、内外の公社債および短期有価証券に投資するとともに、複数の有価証券

先物取引、為替予約取引等を活用して一定のルールに従いロング・ポジション、あるいはショー

ト・ポジションを構築する投資戦略を複数組み合わせて、リスク水準を考慮しつつ、積極的

に収益を追求するポートフォリオを構築することを基本とします。 

 なお、採用する投資戦略は、株式投資と債券投資のリスク水準が均衡するようにそれぞれを

組み合わせて収益を追求する戦略（リスク・パリティ戦略）、株式市場、債券市場、為替市場

のそれぞれのトレンドを捉えて収益を追求する戦略（トレンド・フォロー戦略）、株式市場も

しくは債券市場の短期かつ大幅な変動からの反動を狙って収益を追求する戦略（リターン・リ

バーサル戦略）の３つを基本とします。なお、採用する投資戦略は、適宜見直しを行ない、追

加、除外する場合があります。 

 

 引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 30  0.240  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (30)  (0.240)   

（b） そ の 他 費 用 4   0.034   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 4)  (0.034)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 34   0.274    

期中の平均基準価額は、12,622円です。  

 
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円  
国債証券 2,109,710 910,054  

 
＊ 金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊ 単位未満は切り捨て。 

 

  

公社債  
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○派生商品の取引状況等 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

銘 柄 別 
買 建 売 建 当 期 末 評 価 額 

新 規 
買 付 額 

決 済 額 
新 規 
売 付 額 

決 済 額 買 建 額 売 建 額 
評 価 
損 益 

国 
内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 12,482 11,837 6,141 6,628 633 － 1 

 日経２２５ 15,242 15,877 5,132 4,311 － 812 △0.91485 

債券先物取引 １０年国債標準物 － － 20,117 19,824 － 2,248 11 

外 
 

国 

株式先物取引 DJIAVMN 4,169 4,180 － － － － － 

 NASDAQMN 3,195 3,222 － － － － － 

 SPEMINI 9,048 9,311 149 149 － － － 

 FT100 12,335 12,524 280 280 － － － 

 DAX30 10,858 10,783 1,140 1,151 － － － 

債券先物取引 TNOTE (10YEAR) 57,128 56,347 6,465 6,470 1,878 － △     23 

 GILTS 31,938 32,812 6,607 6,608 － － － 

 BUNDS 56,607 56,180 3,141 3,155 803 － △      7 
  
＊ 単位未満は切り捨て。ただし、金額が単位未満の場合は小数で記載。 

＊ 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 79,852 38,664 48.4 80,581 38,989 48.4 

債券先物取引 181,732 19,824 10.9 181,672 20,117 11.1 
 
 

 

 

項 目 当 期 

売買委託手数料総額（A） 8,548千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,947千円 

（B）／（A） 22.8％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは
野村證券株式会社です。 
 
  

先物取引の銘柄別取引・残高状況 

利害関係人との取引状況  
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○組入資産の明細 (2022年３月22日現在) 

 

（Ａ）国内（邦貨建）公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

国債証券 3,200,000 3,177,495 70.6 － 70.6 － － 

合 計 3,200,000 3,177,495 70.6 － 70.6 － － 
 
＊ 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
＊ 残存期間が1年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

（Ｂ）国内（邦貨建）公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 

国債証券 ％ 千円 千円  
国庫債券 利付（10年）第360回 0.1 1,100,000 1,095,380 2030/９/20 
国庫債券 利付（10年）第362回 0.1 1,000,000 993,360 2031/３/20 
国庫債券 利付（10年）第364回 0.1 700,000 693,147 2031/９/20 
国庫債券 利付（10年）第365回 0.1 400,000 395,608 2031/12/20 

合 計  3,200,000 3,177,495  
 
＊ 額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 

内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 633 － 

 日経２２５ － 812 

債券先物取引 １０年国債標準物 － 2,248 

外 
国 

債券先物取引 BUNDS  803 － 

 TNOTE(10YEAR) 1,878 － 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 
＊ 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

  

国内公社債  

先物取引の銘柄別期末残高  
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システマティック・グローバル・マクロ戦略マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2022年３月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 3,177,495 69.1 

コール・ローン等、その他 1,421,157 30.9 

投資信託財産総額 4,598,652 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ 当期末における外貨建純資産（543,431千円）の投資信託財産総額（4,598,652千円）に対する比率は11.8％です。 
＊ 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=120.04円、1英ポンド=157.66円、

1ユーロ=131.83円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,513,405,078   

 コール・ローン等 776,383,649   

 公社債(評価額) 3,177,495,000   

 未収入金 4,988,748,741   

 未収利息 90,891   

 前払費用 25,205   

 差入委託証拠金 570,661,592   

(B) 負債 5,013,642,361   

 未払金 5,013,642,232   

 未払利息 129   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,499,762,717   

 元本 3,708,389,799   

 次期繰越損益金 791,372,918   

(D) 受益権総口数 3,708,389,799口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,134円 
 
（注）期首元本額は2,402,719,563円、期中追加設定元本額は

1,663,562,187円、期中一部解約元本額は357,891,951円、１口
当たり純資産額は1.2134円です。 

（注）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額 
・システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンド（投資一任サービス向け） 

2,847,921,185円 
・システマティック・グローバル・マクロ戦略ファンドF（適格機関投資家専用） 

860,468,614円 

○損益の状況 (2021年３月23日～2022年３月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 2,298,167   

 受取利息 2,447,474   

 支払利息 △      149,307   

(B) 有価証券売買損益 △   58,181,262   

 売買益 258,480,152   

 売買損 △  316,661,414   

(C) 先物取引等取引損益 △   24,535,113   

 取引益 1,064,556,610   

 取引損 △1,089,091,723   

(D) 保管費用等 △    1,220,495   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △   81,638,703   

(F) 前期繰越損益金 488,693,821   

(G) 追加信託差損益金 471,097,453   

(H) 解約差損益金 △   86,779,653   

(I) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 791,372,918   

 次期繰越損益金(Ｉ) 791,372,918   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
＊ 損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加

設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分を
いいます。 

＊ 損益の状況の中で(H)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、
元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

○お知らせ  

 
 該当事項はございません。 

 


